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加速度的な少子高齢化に影響を与える婚姻率が継続的に低下

考察：出会の減少、条件のアンマッチなど対象相手の属性要因だけでなく
今の婚姻制度に魅力がないなら、望ましい契約形態を作れば良いのでは？

少子化は誰も
が知る国家的
な課題だが、
その前提とな
る婚姻数、婚
姻率が双方と
もに減少



市場アンマッチ：生涯未婚率（50歳時点で結婚歴なし）が急増
女性の社会進出で経済力が向上、一部男女が取り残される傾向

考察：自分と同等以上の経済力を基準とすると対象が限定されてしまう
経済力のある男性が女性の生き方の支援をしてくれるとは限らない

全体で未婚率は
上昇しているが、
男性の生涯未婚
率が9.3％も上回
る不自然な状況
婚活市場で競争
優位な一部の男
性が複数回結婚

進学率が上昇し社会的地
位も向上した女性が自分と
釣り合う条件を求めるだけ
で対象が狭まってしまう

女性は年収が高いほど
未婚率が上昇

能力が高いほど成果
があがる進学・就職と
は成果が逆転する信じ
られない事態が起きる
正社員や高年収の方
が未婚率が高くなる

1位経済力
63.7%

2位価値観
48.4%

3位人柄
40.7%

日本リレーションシップ協会調べ

結婚相手に求める条件
(未婚女性）



相手に望む年収：女性は高く男性は低い▶非対称性志向婚

考察：男性はより少ない年収の女性を女性は高い年収を望む。高年収の
男性は過当競争に晒され、500万円以下の男性は結婚市場で取り残される

希望年
収が２倍
も違う非
対称性

男性婚
姻サバイ
バル年収
500万



理想の年齢差「同い年」の回答は男女共に10％未満。7歳以上の年齢差
が理想は女性は8.0％と少数派、男性は41.3％と、男女で大きな違い

考察：差の開かない年代を望む女性に対し男性は若い女性を望む傾向
若い女性は過当競争、キャリア構築を優先した女性は取り残されがち

ブライダルネット「年の差婚」に関するアンケート調査 2023年11月

社会的地位も向上した
女性がキャリア設計に
おいて、「キャリア的な
一定の成功」と「結婚・
出産」等ライフイベント
のどちらを優先するか
悩む中、キャリア構築を
優先すると年齢的な希
望の需給から外れやす
くなる可能性がある



女性に一方的に重い不平等な子育て負担が生涯無子率を上昇

考察：出産・子育てを契機に女性の負担は過剰に増加。生涯無子率増加
と結婚回避の原因となっている

日本が突出して産
まない（または産
めない）選択を行っ

ている

不平等な子育て負
担が女性に出産を
逡巡させている
最大はキャリアGAP



結婚というこれまでの形式や契約形態が魅力的でないなら
パートナと一緒に過ごす「新たな形式・契約」概念をどう創る？

考察：「逃げ恥」では契約や形式、非マネタリー経済価値を再検討した

非マネタリー経済活
動の価値を正しく評
価することは大切だ
が森山さんの給与
は低いのでは？
共同生活のメリット
と視点を移すことは
意味がありそう

結婚＝契約と考え
ることで、契約内
容を双方の合意に
より自由に設定で
きるという当たり前
の事実を再認識で

きる

事実婚



積極的に結婚したいと思わない理由＝現在の結婚という形式と条件

考察：男女別姓・LGBT婚など法整備を待たず、双方の合意で自分らしく
パートナーと過ごせる新たな形式や契約を考えることがWORKSHOPテーマ

現状の「結婚」とは
▼

１.人を縛るもの
2.魅力がない形式
3.パートナーへの条
件が厳しくなるもの
4.負担が増えるもの

※特に女性が縛ら
れる傾向



新たな形態：負担が公平で自分が縛られず、多様な相手を許容する「契約」
自分らしさが支援される契約や合意/キャリアとプライベートの両立を検討

考察：結婚や就職などライフイベントは試行錯誤ができず、経験して
見るまで分からない ≒ 失敗しやすい + 保守的な選択になりやすい

1. 事前に知人の結婚観を聞きロール選択

2. ペルソナロール型ディスカッション

3. 不公性・形式性・自分らしさ抽出

4. 未来の契約のあり方を検討

5. 何を質問・合意するか考える

6. 交際～結婚のジャーニーMAP

7. 契約合意に至るデザイン設計

8. 契約合意型のジャーニーMAP

9. 既存の交際プロセスとの比較

10. まとめ：各自の人生の意思決定法

Step1 結婚・出産を経て復帰や両立を望む女性希望と予定は少し異なる
キャリアコースペルソナ別・男女別のロールを設定しディスカッション

Step2：新たな自分らしい契約合意を成立させられる質問や相互理解を
両立させられる契約合意にを実現するジャーニーMAPを作成する
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・ 東洋経済 正規で働く女性の｢生涯未婚率｣男女逆転の衝撃 女性は年収が上がるほど未婚率が高まる
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ライフイベントという人生で未経験の意思決定においては、双方のニーズの状況や、市場の需給

意思決定後の双方の心の変化などを知らず、理想の実現を相手の選択に依存しがちな保守的な状況

が発生しやすくなります。相互理解と双方の合意によってじぶんらしいあり方を実現しやすくできないか

新たな契約コンセプトや合意プロセスのジャーニーMAPの可能性を検討するWORKSHOPです。
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